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平
仮
名
は
漢
字
が
崩
さ
れ
て
成
立
し
た
が
、
平
仮
名
の
各
字
体
が
漢
字
の
ど
の
よ
う
な
形
か
ら
ど
う
崩
れ
て
出
来
た
か
の
具
体
的
な
過
程
は
、
従
来
、
詳
し
く

検
証
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
本
稿
で
は
、
以
前
筆
者
が
論
じ
た
字
形
の
簡
略
化
の
分
析
方
法
を
更
に
深
め
、
十
世
紀
の
仮
名
資
料
に
常
用
さ
れ
る
基
本
的
な
平
仮

名
の
字
体
全
般
に
つ
い
て
、
成
立
過
程
を
詳
し
く
考
察
す
る
。
ま
ず
、
平
仮
名
の
成
立
過
程
に
つ
い
て
筆
者
の
こ
れ
ま
で
の
研
究
成
果
を
要
約
し
た
上
で
、
中
国

古
文
字
学
で
論
じ
ら
れ
て
い
る
漢
代
草
書
の
成
立
時
の
簡
略
化
法
則
と
比
較
し
な
が
ら
、
平
仮
名
の
分
析
方
法
を
確
認
す
る
。
次
に
、
平
仮
名
成
立
途
上
の
段
階

を
示
す
現
存
資
料
を
用
い
て
、
字
源
の
漢
字
字
体
か
ら
平
仮
名
の
形
に
な
る
ま
で
の
変
遷
過
程
を
図
示
し
、
各
字
の
各
段
階
に
見
ら
れ
る
形
の
変
化
が
、
ど
の
よ

う
な
変
形
法
に
よ
っ
て
い
る
か
を
、
細
か
く
分
析
す
る
。
筆
者
が
以
前
提
唱
し
た
平
仮
名
の
簡
略
化
の
六
法
「
繋
ぎ
・
接
ぎ
・
省
き
・
約
め
・
縮
め
・
均
し
」
を

更
に
細
分
化
し
た
項
目
に
当
て
は
め
な
が
ら
、
平
仮
名
の
字
体
が
確
立
す
る
ま
で
に
こ
れ
ら
の
法
則
が
ど
の
よ
う
に
働
い
て
い
る
か
を
草
書
と
も
比
較
し
な
が

ら
考
察
し
、
次
の
よ
う
な
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
第
一
に
、
平
仮
名
に
は
筆
順
の
変
化
は
見
ら
れ
な
い
こ
と
。
第
二
に
、
草
書
の
成
立
時
に
重
要
な
役
割
を�
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担
っ
た
、
字
の
一
部
分
を
省
き
去
る
「
省
法
」
な
ど
が
平
仮
名
に
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
こ
と
。
第
三
に
、
画
を
短
縮
す
る
「
縮
め
」
の
法
が
、
漢
字
本
来
の
結

構
を
大
き
く
変
化
さ
せ
る
効
果
を
持
ち
、
漢
字
字
形
か
ら
の
乖
離
が
こ
れ
に
よ
っ
て
大
き
く
進
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
。
第
四
に
、
転
折
を
均
し
て
曲
線
を
多
く
す

る
「
均
し
」
の
法
に
よ
っ
て
仮
名
の
筆
画
の
性
質
が
変
化
し
、
平
仮
名
独
特
の
丸
み
を
持
っ
た
書
法
が
確
立
す
る
こ
と
。
以
上
に
よ
っ
て
、
平
仮
名
の
簡
略
化
の

原
理
が
草
書
と
は
大
き
く
異
な
り
、「
縮
め
」「
均
し
」
が
平
仮
名
独
特
の
法
則
と
し
て
、
平
仮
名
成
立
の
上
で
重
要
な
働
き
を
し
て
い
る
こ
と
を
論
じ
る
。

　
　
　

一
　
平
仮
名
の
字
体
の
確
立

　

本
稿
で
は
、
平
安
時
代
に
確
立
し
た
平
仮
名
の
字
体
が
、
元
の
漢
字
か
ら
ど
の
よ
う
に
崩
さ
れ
て
成
立
し
た
か
を
考
察
す
る
。

　

筆
者
は
こ
れ
ま
で
、
平
安
時
代
の
仮
名
資
料
の
分
析
を
元
に
し
て
、
平
仮
名
の
成
立
過
程
の
研
究
を
進
め
て
き
た
。
そ
の
際
、
平
仮
名
の
成
立
が
何
を
以
て
判

定
さ
れ
る
べ
き
か
を
考
え
、
平
仮
名
の
成
立
は
、
字
形
・
筆
画
・
連
綿
と
い
う
三
つ
の
要
素
に
お
い
て
、
漢
字
に
無
か
っ
た
平
仮
名
独
特
の
性
質
が
獲
得
さ
れ

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
提
示
し
た
［
1
］。
す
な
わ
ち
、
字
形
が
簡
略
化
さ
れ
て
元
の
漢
字
か
ら
乖
離
し
た
模
範
を
持
つ
よ
う
に
な
る
「
字
形
の
簡
略
化
」、

字
を
構
成
す
る
筆
画
が
直
線
よ
り
も
曲
線
を
主
体
と
す
る
よ
う
に
な
る
「
筆
画
の
円
転
化
」、
仮
名
独
特
の
連
綿
が
常
態
化
す
る
「
連
綿
の
定
式
化
」
で
あ
る
。

　
「
連
綿
の
定
式
化
」
と
「
筆
画
の
円
転
化
」
に
つ
い
て
は
、
そ
の
発
達
の
過
程
や
平
仮
名
が
成
立
す
る
上
で
の
意
義
を
既
に
詳
し
く
論
じ
た
が
［
2
］［
3
］、�

「
字
形
の
簡
略
化
」
に
つ
い
て
は
、
現
象
が
個
々
の
字
に
わ
た
り
、
細
か
い
分
析
が
必
要
に
な
る
た
め
、
概
略
を
示
し
た
だ
け
で
十
分
な
検
討
が
行
え
て
い
な
か
っ

た
［
4
］。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
以
前
論
じ
た
内
容
を
拡
張
さ
せ
て
、
個
々
の
平
仮
名
字
体
の
成
立
過
程
を
分
析
し
、
平
仮
名
の
独
特
の
字
体
が
ど
の
よ
う
な
簡
略

化
に
よ
っ
て
成
立
し
た
か
を
考
察
す
る
。

　

な
お
、
平
仮
名
の
形
を
論
じ
る
上
で
、
本
稿
で
は
「
字
形
」
や
「
字
体
」
と
い
う
用
語
を
使
う
が
、「
字
体
」
は
、
あ
る
字
を
書
く
際
に
念
頭
に
置
か
れ
て
い
る
、

特
定
の
模
式
的
・
理
念
的
な
書
き
方
の
型
（
典
型
）
を
指
し
、「
字
形
」
は
、
字
の
形
と
い
う
程
度
の
広
い
意
味
で
使
い
、「
字
体
」
を
含
め
た
、
字
の
書
き
方
や

現
れ
る
形
全
般
を
指
す
こ
と
と
す
る
。
漢
字
の
行
草
体
や
平
仮
名
は
、
点
画
の
連
続
や
運
筆
の
変
化
が
随
意
に
行
わ
れ
、
実
現
す
る
形
は
多
様
で
あ
る
が
、
そ
う

し
た
形
の
違
い
が
見
ら
れ
て
も
、
特
定
の
典
型
を
そ
の
書
体
一
般
の
筆
法
に
従
っ
て
変
形
さ
せ
た
と
解
釈
で
き
る
例
で
あ
れ
ば
同
一
の
字
体
の
変
種
と
見
な
す
。

平
仮
名
の
成
立
に
至
る
ま
で
に
は
、
あ
る
特
定
の
漢
字
字
体

0

0

の
崩
し
の
範
囲
で
し
か
な
か
っ
た
書
き
方
が
、
段
々
と
逸
脱
を
進
め
な
が
ら
仮
名
特
有
の
書
き
方
と
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し
て
慣
習
化
し
、
一
個
の
典
型
と
見
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
で
、
平
仮
名
字
体
0

0

の
確
立
に
至
っ
た
、
と
見
な
さ
れ
る
。

　
　
　

二
　
平
仮
名
字
体
の
成
立
過
程
の
概
略

　

ま
ず
、
平
仮
名
が
成
立
す
る
ま
で
の
「
字
形
の
簡
略
化
」
の
過
程
に
つ
い
て
、
筆
者
が
こ
れ
ま
で
論
じ
て
き
た
こ
と
に
基
づ
い
て
概
略
を
述
べ
る
。

　

一
般
的
に
平
仮
名
の
字
の
成
り
立
ち
は
、
楷
書
体
で
書
か
れ
た
真
仮
名
（
万
葉
仮
名
）
が
、
使
わ
れ
て
い
る
う
ち
に
段
々
と
崩
さ
れ
て
草
書
体
の
「
草
仮
名
」

と
な
り
、
そ
れ
が
更
に
崩
さ
れ
て
平
仮
名
に
な
っ
た
と
い
う
よ
う
に
言
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
説
明
は
十
分
で
な
い
。
筆
者
は
以
前
、
こ
の

よ
う
な
通
説
を
検
証
し
て
、
平
仮
名
の
字
源
に
つ
い
て
、
次
の
こ
と
を
論
じ
た
［
5
］［
6
］。

　
　
　
（
イ
）�

初
期
の
平
仮
名
に
常
用
さ
れ
る
字
と
、
上
代
の
木
簡
や
文
書
の
真
仮
名
で
常
用
さ
れ
る
字
と
で
は
、
元
に
な
る
漢
字
の
字
種
が
一
致
し
な
い
も
の

も
相
当
数
あ
り
、
両
者
の
歴
史
的
な
連
続
性
は
限
定
的
で
あ
る
。

　
　
　
（
ロ
）�

平
仮
名
に
は
、
楷
書
の
形
か
ら
は
成
り
立
ち
が
説
明
で
き
な
い
草
書
独
特
の
形
に
由
来
す
る
字
が
多
く
含
ま
れ
る
が
、
上
代
は
漢
字
で
も
草
書
が

書
か
れ
る
こ
と
は
稀
で
、
真
仮
名
の
遺
品
も
ほ
と
ん
ど
が
楷
書
や
楷
書
崩
し
の
行
書
的
な
形
で
書
か
れ
て
い
る
。
上
代
の
真
仮
名
の
常
用
字
と
平

仮
名
の
常
用
字
と
で
は
、
字
種
が
一
致
し
て
も
そ
の
よ
う
な
字
体
上
の
連
続
性
の
無
い
も
の
が
相
当
数
あ
る
。

　
　
　
（
ハ
）�

イ
・
ロ
の
通
り
、
常
用
さ
れ
た
字
種
・
字
体
の
種
類
に
不
一
致
が
多
い
こ
と
か
ら
し
て
、
平
仮
名
の
形
は
、
上
代
の
真
仮
名
が
使
わ
れ
て
い
る
う

ち
に
そ
の
ま
ま
書
き
崩
さ
れ
て
成
り
立
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。

　
　
　
（
ニ
）�

日
本
で
草
書
が
普
及
す
る
の
は
、
唐
か
ら
晋
唐
の
書
法
（
王
羲
之
の
書
法
を
基
盤
と
す
る
東
晋
や
唐
の
様
式
）
が
本
格
的
に
取
り
入
れ
ら
れ
た�

平
安
時
代
初
期
以
降
で
あ
る
か
ら
、
漢
字
の
形
を
崩
し
始
め
て
平
仮
名
の
発
達
が
始
ま
っ
た
の
は
、
そ
れ
以
降
に
絞
ら
れ
る
。

　
　
　
（
ホ
）�

た
だ
し
、
平
仮
名
の
中
に
は
、
平
安
時
代
初
期
に
受
容
さ
れ
た
草
書
だ
け
で
な
く
、
朝
鮮
半
島
に
由
来
す
る
上
代
以
来
の
楷
書
の
形
や
平
安
時
代

に
日
本
で
独
自
に
生
ま
れ
た
と
お
ぼ
し
い
形
な
ど
に
基
づ
く
字
も
あ
り
、
総
じ
て
平
安
時
代
初
期
に
行
わ
れ
た
書
き
方
が
広
く
採
用
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
（
ヘ
）�

上
代
以
来
の
字
体
に
由
来
す
る
平
仮
名
で
も
、
上
代
の
う
ち
は
形
が
漢
字
の
規
範
か
ら
逸
脱
す
る
こ
と
は
な
く
、
平
安
時
代
に
な
っ
て
初
め
て
簡

略
化
が
起
こ
り
、
仮
名
独
特
の
形
に
変
化
し
て
い
っ
た
。
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（
ト
）�

平
仮
名
が
奈
良
時
代
以
前
に
は
発
達
せ
ず
、
元
の
漢
字
の
形
が
崩
さ
れ
は
じ
め
た
の
が
平
安
時
代
に
な
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
の
は
、
平
安
初

期
に
定
着
し
た
草
書
の
書
法
か
ら
字
の
形
を
崩
す
と
い
う
手
法
を
学
び
取
っ
た
か
ら
で
は
な
い
か
。

　

従
っ
て
、
平
仮
名
の
字
源
を
示
す
際
、
今
日
の
活
字
体
や
古
代
以
来
の
一
般
的
な
楷
書
の
字
体
を
取
り
上
げ
る
の
は
不
十
分
で
、
平
安
時
代
初
期
当
時
に
行
わ

れ
て
い
た
書
き
方
の
中
か
ら
適
当
な
も
の
を
見
出
だ
す
必
要
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、「
ち
」「
て
」
と
い
っ
た
字
は
、「
知
」「
天
」
の
楷
書
か
ら
は
、
結
構
や
筆
順

の
違
い
が
大
き
い
た
め
崩
し
方
が
説
明
で
き
ず
、
草
書
の
一
般
的
な
字
体
（
知

、
天

）
に
よ
っ
て
初
め
て
適
切
に
説
明
で
き
る
。

　

な
お
、
従
来
の
用
語
で
は
、
真
仮
名
（
万
葉
仮
名
）
の
漢
字
形
が
崩
さ
れ
て
か
ら
平
仮
名
に
な
る
ま
で
の
中
間
の
段
階
を
「
草
仮
名
」
と
称
し
、
十
～
十
一
世

紀
頃
に
書
か
れ
た
「
秋
萩
帖
」
な
ど
を
そ
の
例
と
見
な
す
こ
と
も
多
か
っ
た
。
し
か
し
、「
秋
萩
帖
」
の
よ
う
な
十
世
紀
以
降
に
書
か
れ
た
「
草
仮
名
」
は
、
漢

字
の
行
草
の
字
体
を
意
図
的
に
使
っ
た
装
飾
的
な
書
体
で
あ
り
、
平
仮
名
成
立
以
降
に
流
行
し
た
様
式
で
あ
る
。
そ
こ
に
見
ら
れ
る
字
体
は
平
仮
名
の
前
身
で
は

な
い
。
本
稿
で
は
、
そ
れ
と
の
混
乱
を
避
け
る
た
め
、
実
際
に
平
仮
名
の
前
身
に
あ
た
る
中
間
的
な
形
態
の
段
階
は
「
草
仮
名
」
と
は
呼
ば
ず
、
筆
者
が
今
ま
で�

使
っ
て
き
て
い
る
仮
称
に
同
じ
く
「
半
平
仮
名
」
と
称
し
て
、
両
者
の
区
別
を
明
確
に
す
る（

1
（

。

　

次
に
、
字
源
と
な
る
漢
字
が
崩
さ
れ
て
平
仮
名
の
形
が
出
来
る
ま
で
の
「
字
形
の
簡
略
化
」
の
具
体
的
な
過
程
に
つ
い
て
、
筆
者
は
以
前
、
京
都
の
西
三
条
第

跡
（
藤
原
良
相
邸
宅
跡
）
か
ら
出
土
し
た
九
世
紀
後
半
頃
の
仮
名
墨
書
土
器
の
仮
名
字
形
を
分
析
す
る
上
で
、
中
国
古
文
字
学
の
手
法
を
参
考
に
し
て
、
平
仮
名

が
成
立
す
る
ま
で
の
字
形
変
化
の
法
則
を
六
つ
に
ま
と
め
た
［
4
］［
1
：
70
～
71
頁
］。
今
、
旧
稿
の
命
名
に
仮
に
漢
語
を
付
し
て
示
す
。
例
示
の
模
写
は
上
が
元
の

漢
字
の
形
、
下
が
平
仮
名
の
形
で
、
該
当
す
る
変
形
部
分
に
点
を
付
し
た
。

　
　

・
均
し
（
平
均
）
…
画
の
転
折
を
な
だ
ら
か
に
し
、
一
息
で
書
け
る
画
に
す
る　
　
　

…　

の
乃

　

ち
知

　
　

・
縮
め
（
短
縮
）
…
長
い
画
を
短
い
画
に
、
も
し
く
は
画
を
点
に
す
る　
　
　
　
　
　

…　

く
久

　

た
太

　
　

・
繋
ぎ
（
連
繋
）
…
離
れ
た
点
や
画
を
繋
い
で
一
画
に
す
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

…　

ほ
保

　

の
乃

　
　

・
接
ぎ
（
接
合
）
…
離
れ
た
画
ど
う
し
を
接
触
さ
せ
て
転
折
に
す
る　
　
　
　
　
　
　

…　

く
久

　

ひ
比

　
　

・
省
き
（
省
去
）
…
遠
回
り
に
な
る
画
を
省
い
て
書
か
な
い　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

…　

あ
安

　

ゆ
由

　
　

・
約
め
（
簡
約
）
…
繁
雑
な
箇
所
を
点
や
運
筆
の
軌
道
に
代
替
さ
せ
る　
　
　
　
　
　

…　

ま
末

　

る
留

　

そ
う
し
て
、
字
源
の
漢
字
と
完
成
後
の
平
仮
名
の
形
と
を
比
較
し
て
、
ど
の
箇
所
に
右
の
ど
の
種
類
の
変
化
が
起
こ
っ
て
い
る
か
を
一
つ
一
つ
指
摘
し
な
が
ら
、

六
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平
仮
名
字
体
の
成
立
過
程

個
々
の
平
仮
名
字
形
の
成
り
立
ち
を
分
析
し
た
上
で
、
平
仮
名
の
発
達
過
程
を
考
え
た
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
六
法
の
内
、
特
に
「
繋
ぎ
」
に
よ
っ
て
運
筆
の
労

力
が
省
か
れ
た
後
、「
均
し
」
に
よ
っ
て
転
折
が
無
く
な
り
画
数
が
格
段
に
減
る
こ
と
で
、
平
仮
名
ら
し
い
字
形
が
確
立
し
、
そ
れ
と
と
も
に
、
連
綿
が
発
達
し�

（
連
綿
の
定
式
化
）、
筆
画
全
体
が
曲
線
を
主
体
と
す
る
も
の
に
な
っ
た
（
筆
画
の
円
転
化
）、
と
い
う
過
程
が
考
え
ら
れ
る
こ
と
を
論
じ
た
。

　

し
か
し
、
そ
の
際
に
は
、
対
象
の
墨
書
土
器
に
書
か
れ
た
仮
名
の
分
析
を
目
的
と
し
た
の
で
、
取
り
上
げ
る
字
体
は
平
仮
名
の
全
体
に
は
及
ば
ず
、
簡
略
化
の

手
法
一
つ
一
つ
を
詳
し
く
考
察
す
る
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
九
世
紀
か
ら
十
世
紀
に
か
け
て
の
仮
名
資
料
を
用
い
て
そ
の
字
形
の
沿
革
を
詳

し
く
分
析
す
る
こ
と
で
、
改
め
て
、
平
仮
名
の
字
体
が
ど
の
よ
う
な
簡
略
化
の
原
理
で
発
達
し
た
の
か
を
考
察
す
る
。

　
　
　

三
　
字
形
変
化
の
分
析
方
法

　

平
仮
名
の
成
り
立
ち
を
考
え
る
上
で
は
、
草
書
の
成
り
立
ち
が
比
較
対
象
と
し
て
参
考
に
な
る
。

　

中
国
の
陸
錫
興
は
漢
代
の
草
書
の
形
成
を
分
析
し
、元
の
字
体
か
ら
の
変
化
を
「
省
法
」「
簡
法
」「
連
法
」
と
い
う
三
つ
の
手
法
に
分
類
し
て
い
る
［
7
］。
今
、

陸
錫
興
『
漢
代
簡
牘
草
字
編
』『
漢
字
形
體
史
』
に
示
さ
れ
た
漢
代
草
法
の
概
略
を
示
す
と
次
の
よ
う
に
な
る
［
7
］［
8
：
506
～
507
頁
］。

　
　
（
一
）
省
法　

…　

他
に
置
き
換
え
る
こ
と
な
く
、
一
部
の
点
画
や
部
品
を
そ
の
ま
ま
省
略
す
る

　
　
　
　

1
・
点
や
画
を
省
略
す
る
（
省
点
画
）　

…　

里

　

車

　
（
日
→
口
）

　
　
　
　

2
・
部
品
を
省
略
す
る
（
省
部
件
）　　

…　

芩

（
艸
→
屮
）　

甚

（
上
部
）　

等

（
上
部
）　

孫

（
右
上
部
）

　
　
（
二
）
簡
法　

…　

複
雑
な
形
を
簡
単
な
形
に
置
き
換
え
る

　
　
　
　

1
・
画
や
部
品
を
点
に
す
る
（
点
法
）　

…　

器

　

卿

　
　
　
　

2
・
字
源
に
無
関
係
な
代
用
符
号
に
置
き
換
え
る
（
用
代
号
）　

…
要

　

與

　
　
（
三
）
連
法　

…　

元
か
ら
あ
っ
た
点
画
を
繋
ぎ
合
わ
せ
て
一
筆
に
す
る

　
　
　
　

1
・
筆
画
を
連
書
す
る
（
連
書
筆
画
）　

…　

急

　

夫

　
　
　
　

2
・
部
品
を
連
書
す
る
（
連
書
部
件
）　

…　

功

　

奉

六
五



國
學
院
大
學
紀
要
　
第
六
十
三
巻
（
二
〇
二
五
年
）

　

佐
野
光
一
も
、
こ
う
し
た
中
国
古
文
字
学
の
理
論
に
基
づ
き
、
簡
略
・
連
続
・
省
略
（
簡か
ん
・
連れ
ん
・
省せ
い

）
の
三
つ
を
分
析
の
中
心
に
据
え
て
、
漢
代
の
草
書
や
今
草�

（
後
漢
以
降
の
草
書
）
の
発
達
を
詳
し
く
分
析
し
て
い
る
［
9
］［
10
］［
11
］。
旧
稿
で
は
、
佐
野
光
一
の
論
を
参
考
に
し
つ
つ
、
各
平
仮
名
字
体
と
字
源
の
漢
字
字
体�

と
の
間
に
認
め
ら
れ
る
形
の
差
異
を
指
摘
し
、
そ
れ
が
簡
・
連
・
省
の
ど
の
法
則
に
よ
っ
て
変
化
し
て
い
る
か
を
分
類
し
た
上
で
、
法
則
を
更
に
分
け
る
こ
と
で
、

先
の
六
つ
の
法
則
を
ま
と
め
た
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、「
簡
」
を
二
つ
に
分
け
て
「
縮
め
」「
均
し
」
に
、「
連
」
を
二
つ
に
分
け
て
「
繋
ぎ
」「
接
ぎ
」
に
、�

「
省
」
を
二
つ
に
分
け
て
「
約
め
」「
省
き
」
に
分
類
し
た
［
4
］。

　

た
だ
し
、
こ
の
対
応
付
け
は
陸
錫
興
の
論
と
も
考
え
合
わ
せ
る
と
検
討
の
余
地
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、「
簡
」
に
当
て
た
平
仮
名
の
「
均
し
」
は
屈
曲
す
る
部

分
を
な
だ
ら
か
な
曲
線
や
直
線
に
す
る
手
法
で
あ
る
が
、
陸
錫
興
の
挙
げ
る
項
目
の
説
明
に
は
直
接
当
て
は
ま
る
も
の
が
無
く
、
転
折
を
無
く
す
と
い
う
意
味
で

は
「
省
」
に
当
て
る
こ
と
も
で
き
る
。
ま
た
、「
約
め
」
を
「
省
」
に
分
類
し
た
が
、
陸
錫
興
の
説
明
に
合
わ
せ
た
場
合
、
簡
単
な
形
に
代
替
す
る
と
い
う
こ
と

か
ら
「
簡
」
の
方
が
適
当
で
あ
ろ
う
。

　

そ
も
そ
も
、
こ
れ
ら
の
草
書
成
立
の
説
は
、
漢
代
の
草
書
、
い
わ
ゆ
る
「
草
隷
」
や
「
章
草
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
の
成
り
立
ち
を
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。
象
形

的
な
篆
書
に
由
来
す
る
複
雑
な
構
成
を
持
っ
た
隷
書
（
古
隷
）
の
文
字
を
簡
略
化
し
た
草
隷
（
章
草
）
と
、
既
に
大
胆
な
簡
略
化
が
実
現
し
て
い
る
草
書
を
多
く

採
用
し
そ
れ
を
更
に
簡
略
化
し
て
い
る
平
仮
名
と
で
は
、
簡
略
化
の
方
向
は
自
ら
違
っ
て
く
る
。
た
と
え
ば
、
漢
代
の
草
書
の
形
成
過
程
で
は
、
偏
旁
や
点
画
を

丸
ご
と
除
き
去
る
「
省
法
」
が
画
数
を
大
幅
に
減
ら
す
重
要
な
働
き
を
し
て
お
り
、
陸
錫
興
は
こ
れ
を
草
書
中
で
最
も
重
要
な
法
則
だ
と
し
て
い
る
が
、
平
仮
名

に
は
少
な
い
。「
簡
法
」
も
、
隷
書
の
複
雑
な
部
分
を
単
純
な
形
に
置
き
換
え
て
し
ま
う
と
こ
ろ
に
そ
の
効
果
が
あ
る
が
、
平
仮
名
で
は
、
字
源
の
中
心
を
占
め

る
草
書
の
字
体
が
既
に
単
純
化
さ
れ
た
形
を
し
て
い
る
た
め
、
同
じ
よ
う
な
大
胆
な
「
簡
法
」
は
見
ら
れ
な
い
。

　

前
掲
の
拙
案
は
草
書
の
三
法
そ
の
ま
ま
で
は
な
く
、
そ
れ
を
手
が
か
り
と
し
な
が
ら
、
実
際
の
平
仮
名
字
形
の
分
析
に
基
づ
い
て
、
簡
略
化
の
法
則
を
平
仮
名

独
自
に
分
類
し
た
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
字
源
の
漢
字
と
完
成
後
の
平
仮
名
を
比
較
し
て
そ
の
差
異
を
取
り
出
す
と
い
う
方
法
を
と
っ
た
た
め
、
そ
の
中
間
が

ど
の
よ
う
な
過
程
を
辿
っ
た
か
は
十
分
な
検
討
を
行
っ
て
い
な
か
っ
た
。

　

佐
野
光
一
も
筆
者
と
は
別
に
、
草
仮
名
と
平
仮
名
と
の
比
較
に
よ
っ
て
、
連
続
・
省
略
・
簡
略
・
筆
順
変
化
の
観
点
か
ら
、
平
仮
名
に
な
る
ま
で
の
字
形
変
化

を
十
九
項
目
に
分
類
し
て
い
る
が
［
12
］、
字
源
に
十
世
紀
以
降
の
草
仮
名
の
字
形
を
措
定
し
て
い
る
こ
と
に
問
題
が
残
り
、
ま
た
、
筆
者
と
同
様
、
中
間
の
具
体

的
な
変
形
過
程
に
ま
で
は
立
ち
入
っ
て
い
な
い
た
め
、
字
源
と
平
仮
名
字
体
と
の
間
の
変
化
を
ど
う
解
釈
す
る
か
に
検
証
の
余
地
が
あ
る
。

六
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平
仮
名
字
体
の
成
立
過
程

　

そ
こ
で
、
次
節
か
ら
、
改
め
て
九
世
紀
か
ら
十
世
紀
ま
で
の
現
存
の
仮
名
資
料
の
中
に
見
出
だ
さ
れ
る
字
例
に
よ
っ
て
仮
名
字
形
の
変
遷
表
を
作
り
、
各
字
が

ど
の
よ
う
な
簡
略
化
を
経
て
い
る
か
を
分
析
す
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
前
掲
の
平
仮
名
の
変
形
法
の
六
つ
を
更
に
細
か
く
分
類
し
て
、
平
仮
名
字
形
成
立
の
過
程
で

ど
の
よ
う
な
簡
略
化
の
手
法
が
使
わ
れ
て
い
る
か
を
詳
し
く
考
察
す
る
。

　
　
　

四
　
仮
名
字
形
の
変
遷

　

次
に
掲
げ
る
「
仮
名
字
形
変
遷
表
」
に
、
十
世
紀
の
基
本
的
な
仮
名
字
体
の
成
立
過
程
を
図
示
し
た
。
上
の
二
段
に
字
源
に
当
た
る
漢
字
の
例
を
掲
げ
、
三
段

目
以
下
に
仮
名
段
階
の
字
形
を
示
し
た
。
略
号
と
出
典
は
表
末
に
掲
げ
た
通
り
で
あ
る
。
字
例
は
す
べ
て
筆
者
に
よ
る
摸
写
で
あ
る
。
出
典
に
つ
き
、
漢
字
の�

「
宮
町
遺
跡
出
土
あ
さ
か
や
ま
木
簡
」（
＝
宮
町
）
以
外
の
例
、
及
び
仮
名
の
「
高
野
切
古
今
和
歌
集
」（
＝
高
）、「
粘
葉
本
和
漢
朗
詠
集
」（
＝
粘
）
の
例
は�

字
典
に
拠
り
、
そ
れ
以
外
は
各
種
公
刊
の
図
版
に
拠
っ
た
。
字
典
は
『
角
川
書
道
字
典
』［
13
］、『
王
羲
之
書
法
字
典
』［
14
］、『
日
本
名
跡
大
字
典
』［
15
］、『
空
海�

大
字
林
』［
16
］、『
改
訂
新
版　

日
本
古
代
木
簡
字
典
』［
17
］
を
参
照
し
た
。

　

表
中
、
字
の
変
形
が
起
こ
っ
て
い
る
部
位
に
丸
数
字
を
付
し
て
、
そ
の
下
に
六
法
の
内
の
ど
の
変
形
が
起
こ
っ
て
い
る
か
の
私
見
を
記
し
た
（
次
節
参
照
）。

表
記
は
変
形
法
の
頭
文
字
を
略
号
と
し
た
が
、
見
や
す
さ
の
た
め
、「
繋
ぎ
」
は
「
車
」、「
縮
め
」
は
「
宿
」
で
表
し
た
。
同
一
番
号
中
に
「
・
」
で
繋
げ
て�

複
数
挙
げ
て
あ
る
の
は
、
同
一
箇
所
に
同
時
も
し
く
は
順
次
に
起
こ
っ
て
い
る
変
形
で
あ
る
。「
え
江
」
の
二
字
目
の
よ
う
に
縦
線
で
割
っ
て
あ
る
の
は
、
異
な

る
変
形
法
に
よ
る
分
岐
が
見
ら
れ
る
も
の
で
、
縦
線
の
右
を
甲
、
左
を
乙
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
変
形
に
該
当
す
る
字
例
を
、
そ
の
下
に
【
甲
】【
乙
】
の
表
記
を

冠
し
て
示
し
た
。
な
お
「
う
宇
」「
け
介
」「
み
美
」
の
よ
う
に
現
存
資
料
か
ら
変
化
の
過
程
を
辿
り
に
く
い
場
合
「
？
」
と
記
し
た
。

　

上
二
段
の
字
例
は
、
字
源
に
相
当
す
る
漢
字
の
例
で
あ
る
（
真
仮
名
と
し
て
の
用
例
を
含
む
）。
一
段
目
は
唐
以
前
の
中
国
の
例
を
中
心
に
典
型
的
な
形
を
挙
げ
、

二
段
目
に
は
平
安
初
期
（
九
世
紀
）
以
前
の
日
本
の
例
も
し
く
は
唐
以
前
の
中
国
の
比
較
的
崩
れ
た
形
を
挙
げ
た
。
略
号
を
括
弧
で
括
っ
た
資
料
は
、
平
安
初
期

以
前
の
適
例
が
見
当
た
ら
ず
、
平
安
中
期
（
十
世
紀
）
以
降
の
例
か
ら
補
っ
た
も
の
で
あ
る
。
漢
字
の
直
下
に
示
し
た
変
形
内
容
の
記
述
は
、
一
段
目
に
掲
げ
た

最
も
典
型
的
な
形
を
出
発
点
と
し
て
記
述
す
る
の
を
基
本
と
し
た
が
、
実
際
に
は
、
二
段
目
に
挙
げ
た
よ
う
な
崩
し
た
形
か
ら
始
ま
っ
た
と
思
わ
れ
る
も
の
も
多

い
。
従
っ
て
漢
字
の
直
下
に
記
載
し
た
変
形
内
容
に
は
、
平
仮
名
発
達
の
進
行
を
意
味
し
な
い
、
漢
字
の
崩
し
の
範
囲
に
留
ま
る
過
程
も
含
ま
れ
る
。
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國
學
院
大
學
紀
要
　
第
六
十
三
巻
（
二
〇
二
五
年
）

　

三
段
目
以
下
は
、
半
平
仮
名
・
平
仮
名
の
字
例
を
形
の
変
化
を
追
え
る
順
序
で
排
列
し
た
。
資
料
略
号
の
後
ろ
に
「
○
」
を
つ
け
た
も
の
は
、
十
世
紀
末
か
ら

十
一
世
紀
中
頃
の
平
仮
名
完
成
段
階
の
資
料
で
、
平
仮
名
の
典
型
的
な
形
を
示
す
も
の
で
あ
る
。「
◇
」
を
つ
け
た
も
の
は
、
書
法
的
に
も
字
形
的
に
も
ほ
と
ん

ど
平
仮
名
と
い
っ
て
よ
い
が
古
い
形
を
留
め
た
字
を
一
部
に
含
ん
だ
資
料
で
あ
る
。
何
も
符
号
の
つ
い
て
い
な
い
の
が
、
九
世
紀
後
半
か
ら
十
世
紀
前
半
に
か
け

て
の
半
平
仮
名
資
料
で
あ
る
が
、
採
用
し
た
字
例
は
、
字
形
が
図
版
か
ら
は
っ
き
り
読
み
取
れ
、
釈
読
に
疑
い
が
ほ
ぼ
な
い
と
思
わ
れ
る
も
の
に
限
っ
た
。
依
拠

す
べ
き
現
存
資
料
が
少
な
く
、
字
形
の
沿
革
を
説
明
す
る
の
に
十
分
な
例
数
が
揃
っ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
が
、
半
平
仮
名
の
段
階
の
資
料
は
、
字
形
の
簡
略
化

の
度
合
い
が
年
代
の
前
後
と
必
ず
し
も
一
致
せ
ず
、
比
較
的
新
し
い
年
代
の
資
料
に
古
い
形
が
残
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
た
め
、
そ
れ
に
よ
っ
て
お
お
よ
そ
の
過

程
を
説
明
で
き
る
場
合
も
多
い
。
そ
こ
で
、
こ
こ
で
は
厳
密
に
資
料
の
年
代
順
に
従
わ
ず
、
形
の
繁
簡
に
沿
っ
て
字
例
を
排
列
し
た
。「
自
家
集
切
貫
之
集
」（
＝

（
自
））
は
平
仮
名
の
成
立
後
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
が
（
十
世
紀
～
十
一
世
紀
書
写
か
）、
平
仮
名
の
形
の
変
遷
を
跡
づ
け
る
上
で
有
用
に
な
る
た
め
［
18
］、

半
平
仮
名
資
料
に
準
じ
て
排
列
し
た
。

　
　
　

五
　
字
形
変
化
の
考
察

　

表
の
字
の
個
々
の
変
形
部
分
を
分
析
し
て
、改
め
て
平
仮
名
の
簡
略
化
法
を
、以
下
の
【
一
】
～
【
六
】
の
よ
う
に
ま
と
め
、六
法
そ
れ
ぞ
れ
を
更
に
細
分
し
た
。

算
用
数
字
の
項
目
を
更
に
細
分
し
た
イ
ロ
ハ
や
十
干
の
項
目
は
、
厳
密
な
分
類
基
準
は
な
く
、
お
お
よ
そ
の
共
通
性
の
あ
る
ま
と
ま
り
で
括
っ
た
も
の
で
あ
る
。

例
示
は
前
掲
「
仮
名
字
形
変
遷
表
」
か
ら
網
羅
的
に
抜
き
出
し
て
変
形
の
前
と
後
の
形
を
示
し
、該
当
の
変
形
箇
所
に
点
を
付
し
た
。
括
弧
で
括
っ
て
あ
る
例
は
、

表
中
の
漢
字
の
例
に
見
ら
れ
る
変
形
、
つ
ま
り
仮
名
独
自
と
は
限
ら
な
い
変
形
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。

【
一
】
繋
ぎ
（
連
繋
）

（
1
）
点
画
を
合
し
て
一
画
に
す
る

　
　
（
イ
）
二
点
を
連
続
し
て
一
画
に
す
る
〈
甲
：
隣
り
合
う
二
点
を
／
乙
：
縦
画
を
跨
ぐ
二
点
を
〉

　
　
　
〈
甲
〉（
數

）　

保

七
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仮
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字
体
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成
立
過
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〈
乙
〉
幾

　

奈

　

奈

　

尓

　

不
1

　

保
1

　

末

　
（
乎

）

　
　
（
ロ
）
点
か
ら
画
へ
連
続
し
て
一
画
に
す
る
〈
甲
：
直
線
的
な
画
へ
／
乙
：
転
折
の
あ
る
画
へ
〉

　
　
　
〈
甲
〉
江

　

之

　
（
須

）　
（
數

）　
（
波

）　

不
1

　
　
〈
乙
〉
止

　
　
（
ハ
）
画
か
ら
点
へ
連
続
し
て
一
画
に
す
る　
　
　
（
与

）　

留

　
（
爲

）

（
2
）
点
画
を
連
綿
す
る

　
　
（
イ
）
二
点
を
連
綿
す
る　
　
　
（
以

）　
（
加

）　

幾

　
　
（
ロ
）
三
点
を
連
綿
す
る　
　
　
（
ツ

）　
（
留

）

　
　
（
ハ
）
点
か
ら
画
へ
連
綿
す
る　
　
〈
甲
：
左
か
ら
縦
画
へ
／
乙
：
上
か
ら
横
画
へ
〉

　
　
　
〈
甲
〉
美

　
（
利
2

）　
（
呂

）　
〈
乙
〉
祢

　

无

　

毛
1

　

礼

　

遠

　
　
（
ニ
）
画
か
ら
点
へ
連
綿
す
る　
　
　
（
利
2

）

　
　
（
ホ
）
画
か
ら
画
へ
連
綿
す
る　
〈
甲
：
横
画
か
ら
横
画
へ
／
乙
：
交
叉
す
る
縦
画
か
ら
横
画
へ
／
丙
：
交
叉
す
る
縦
画
か
ら
斜
画
へ
／
丁
：
そ
の
他
〉

　
　
　
〈
甲
〉
天

　
（
毛
1

）　

毛
2

　
（
乎

）

　
　
　
〈
乙
〉
奈

　

奈

　

尓

　

祢

　

保
1

　

末

　

能

　

毛
1

　
　
　
〈
丙
〉
世
2

　

止

　
　
〈
丁
〉
江

　

須

　

世
2

　

乃

　

由

　

点
や
画
を
連
続
さ
せ
る
手
法
で
、
複
数
の
点
を
合
併
し
て
画
に
す
る
手
法
（
1
）
と
、
単
に
点
画
を
連
続
さ
せ
る
手
法
（
2
）
と
が
見
ら
れ
る
。
運
筆
の
労
力

を
省
く
効
果
を
持
ち
、
点
画
を
切
り
離
さ
ず
に
続
け
書
き
す
る
こ
と
で
、
筆
の
上
げ
下
げ
や
起
筆
・
収
筆
の
動
作
が
省
か
れ
て
、
そ
の
分
、
調
子
よ
く
楽
に
書
く

こ
と
が
で
き
る
。
漢
字
の
行
草
の
速
書
き
で
も
一
般
的
に
見
ら
れ
る
手
法
で
あ
り
、
点
画
が
連
続
す
る
こ
と
自
体
は
仮
名
独
特
の
簡
略
化
と
は
言
え
な
い
が
、
繋

が
っ
た
書
き
方
が
慣
習
化
す
る
こ
と
で
、
そ
れ
を
土
台
に
「
均
し
」
な
ど
の
更
な
る
簡
略
化
が
進
め
ら
れ
る
、
と
い
う
点
が
、
行
草
書
法
と
は
異
な
る
。
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【
二
】
接
ぎ
（
接
合
）

（
1
）
接
触
し
な
い
離
れ
た
画
を
互
い
に
接
合
す
る

　
　
（
イ
）
位
置
を
近
づ
け
て
〈
甲
：
位
置
の
移
動
の
み
／
乙
：「
縮
め
」
1
イ
と
の
複
合
で
画
を
縮
め
て
接
合
〉

　
　
　
〈
甲
〉�
江

　

比

　
（
阝

）　

毛

　
　
〈
乙
〉
衣

　

久

　

左

　

天

　

奈

　
　
　
　
　

奈

　

尓

　

者

　

者

　

不
2

　

遠

　
　
（
ロ
）
後
の
画
を
延
長
し
て　
　
　

曾

　

天
1

　
　

不

　
　
（
ハ
）
前
の
画
を
延
長
し
て
〈
甲
：「
の
」
形
／
乙
：
そ
の
他
〉

　
　
　
〈
甲
〉（
安

）　
（
支

）　
（
散

）　
（
奴

）　

奴

　

波

　

不
1

　

美

　
（
爲

）　

　
　
　
　
　
（
女

）　　
〈
乙
〉（
比

）

（
2
）
交
叉
す
る
画
を
互
い
に
接
合
す
る

　
　
（
イ
）
右
側　
　
　

春

　

天
1

　
（
者

）　

比

　

美

　

无

　

毛
1

　

乎

　
　
（
ロ
）
左
側　
　
　

曾

　

多

　

前
の
画
の
終
わ
り
と
後
の
画
の
始
ま
り
を
連
続
さ
せ
る
。
こ
れ
も
「
繋
ぎ
」
と
同
様
、
筆
の
上
げ
下
げ
や
起
筆
・
収
筆
の
動
き
を
省
く
手
法
で
あ
る
。「
繋
ぎ
」

「
接
ぎ
」
の
境
界
は
曖
昧
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
元
の
点
画
に
無
い
連
綿
線
等
が
加
わ
る
も
の
を
「
繋
ぎ
」
と
し
、
変
形
す
る
元
の
部
分
に
点
を
含
ま
ず
且
つ
、

連
綿
線
が
生
じ
な
い
も
の
を
「
接
ぎ
」
と
分
類
し
た
。
1
ロ
・
1
ハ
の
よ
う
な
画
の
延
長
は
連
綿
線
と
は
見
な
さ
な
い
こ
と
と
す
る
。
1
イ
は
、
平
仮
名
で
は�

「
縮
め
」
1
イ
と
合
わ
さ
り
、
画
を
短
く
し
た
上
で
接
合
す
る
こ
と
が
多
い
（
1
イ
乙
）。

【
三
】
省
き
（
省
去
）

（
1
）
画
の
終
わ
り
を
省
く

　
　
（
イ
）「
フ
」
形
の
鉤　
　
　

安

　

曾

　
（
波

）

七
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仮
名
字
体
の
成
立
過
程

　
　
（
ロ
）「
レ
」
形
の
鉤　
　
　

安

　

計

　

女

（
2
）
画
の
始
め
を
省
く

　
　
（
イ
）
横
画　
　
　

能

　

爲

　
　
（
ロ
）
縦
画　
　
　

祢

　

波

　

見

　
　
（
ハ
）
斜
画　
　
　

毛
2

　

利
1

　

利
2

　

和

　
　
（
ニ
）
点　
　
　
　

无

　

毛
1

（
3
）
中
間
の
画
を
省
く

　
　
（
イ
）
点
や
画
を
避
け
て
書
く　
　
　
　

也

　

由

　

利
2

　
　
（
ロ
）
経
路
上
の
画
を
書
か
な
い　
　
　

那

　

祢

　

良

　

礼

　

要
素
を
省
い
て
書
か
な
い
手
法
で
あ
る
。
2
は
上
字
か
ら
の
連
綿
線
を
承
け
た
影
響
で
省
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
も
の
が
多
い
。
連
綿
し
た
上
で

無
く
な
っ
た
と
想
定
す
る
と
、「
均
し
」
と
も
取
れ
る
。
3
ロ
は
連
綿
し
て
い
た
部
分
を
連
綿
し
な
く
な
る
も
の
。

　

草
書
の
成
立
過
程
で
は
、
要
素
を
丸
ご
と
省
略
す
る
「
省
法
」
が
最
重
要
だ
と
陸
錫
興
は
指
摘
す
る
が
、
平
仮
名
で
は
字
源
の
漢
字
に
草
書
な
ど
の
既
に
簡
略

な
形
が
選
ば
れ
て
い
る
た
め
「
省
法
」
は
少
な
い
。
省
く
と
い
っ
て
も
「
均
し
」
を
推
し
進
め
て
点
画
が
併
合
さ
れ
て
い
っ
た
結
果
、
あ
る
部
分
が
省
か
れ
た
よ

う
に
見
え
る
形
に
至
っ
た
も
の
や
、
画
と
画
の
間
に
あ
っ
て
省
い
て
も
字
全
体
の
輪
郭
が
崩
れ
な
い
よ
う
な
部
分
が
自
然
に
消
失
し
て
い
っ
た
よ
う
な
、「
均
し
」

と
同
様
の
意
識
に
よ
る
も
の
が
多
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
の
よ
う
に
見
る
と
、
意
図
的
に
字
の
一
部
を
省
き
去
る
、
漢
代
草
法
的
な
意
味
で
の
「
省
法
」
は�

平
仮
名
に
は
稀
で
あ
る
。
こ
の
平
仮
名
の
特
徴
は
、
片
仮
名
の
大
半
が
省
画
に
よ
っ
て
出
来
た
字
体
で
占
め
ら
れ
て
い
る
の
と
好
対
照
を
な
し
て
い
る
。

【
四
】
約
め
（
簡
約
）

（
1
）
複
雑
な
画
を
点
に
約
め
る　
　
　
　

那

　

留

（
2
）
点
画
を
軌
道
に
代
替
さ
せ
る　
　
　

幾

　

末

　

武

七
七
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複
雑
な
形
を
簡
略
な
形
に
置
き
換
え
る
手
法
で
あ
る
。
数
は
少
な
い
。
筆
者
の
旧
稿
や
佐
野
光
一
は
「
省
」（
省
法
）
に
当
て
て
い
る
が
、
陸
錫
興
の
分
類
基

準
に
従
え
ば
「
簡
法
」
に
当
て
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
資
料
が
増
加
し
て
分
析
を
細
か
く
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
、「
均
し
」
な
ど
に
よ
っ
て
説
明
で
き
る
よ
う
に

な
り
、
項
目
が
不
要
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
た
と
え
ば
、「
る
留
」
と
同
じ
「
×
」
の
部
分
を
持
つ
「
た
多
」
の
変
化
を
表
に
よ
っ
て
た
ど
る
と
、「
×
」
が�

簡
略
化
さ
れ
る
過
程
は
「
約
め
」
以
外
の
要
素
で
説
明
で
き
る
。
た
だ
し
、「
る
留
」
に
関
し
て
は
、
空
海
の
筆
と
伝
称
さ
れ
る
が
唐
人
の
筆
と
お
ぼ
し
い�

「
新
撰
類
林
抄
」
の
草
書
に
「
×
」
部
分
を
点
に
し
た
形
が
あ
る
（「
榴
」
も
同
形
）。

【
五
】
縮
め
（
短
縮
）

（
1
）
画
を
短
く
す
る

　
　
（
イ
）
直
線
〈
甲
：
直
線
を
短
縮
／
乙
：
直
線
を
短
縮
の
上
「
接
ぎ
」
1
イ
で
画
に
接
合
／
丙
：
曲
線
の
直
線
部
分
を
短
縮
〉

　
　
　
〈
甲
〉
久

　

世
2

　

末

　

无

　

武

　

毛
1

　

乎

　

乎

　
　
　
〈
乙
〉
衣

　

久

　

左

　

尓

　

者

　

者

　

不
2

　

遠

　
　
　
〈
丙
〉
己

　

知

　

良

　

毛
1

　

毛
1

　
　
（
ロ
）
曲
線　
　
　

幾

　

奈

　

保
1

　

末

　

利
2

　

留

（
2
）
画
を
点
に
す
る　
　
　

可

　

己

　

太

　

天
1

　

奈

　

无

　

毛
1

　

毛
1

　

　
　
　
　
　

也

　

与

　

良

　

乎

　

画
を
短
く
す
れ
ば
そ
れ
だ
け
筆
記
の
総
距
離
を
節
約
で
き
る
。
と
こ
ろ
が
、
長
い
画
ほ
ど
、
一
文
字
の
全
体
の
造
形
的
特
徴
を
決
定
づ
け
る
主
画
に
な
っ
て

い
た
り
、
全
体
の
均
衡
を
支
え
る
役
割
を
し
て
い
た
り
す
る
。
そ
の
た
め
、
そ
れ
を
短
く
す
る
と
、
字
の
本
来
の
結
構
が
崩
れ
、
概
形
（
外
形
。
幾
何
学
的
な�

図
形
な
ど
で
説
明
さ
れ
る
字
の
輪
郭
の
概
観
）
や
字
の
大
き
さ
の
変
容
を
伴
う
こ
と
が
多
い
。
た
と
え
ば
、「
た
太

」
は
「
大
」
と
「
丶
」
と
の
上
下

の
組
み
合
わ
せ
だ
っ
た
の
が
「
十
」
と
「
二
」
と
の
左
右
結
構
の
よ
う
に
な
り
、「
え
衣

」「
く
久

」「
ち
知

」「
は
者

」�

「
ら
良

」「
り
利
2

」
な
ど
は
概
形
が
縦
長
に
変
化
、「
か
可

」「
こ
己

」「
な
奈

」「
る
留

」
は
、
こ
の
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仮
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図
で
は
わ
か
り
に
く
い
が
、
字
の
大
き
さ
が
小
型
化
、「
を
遠

」
は
重
心
が
上
方
か
ら
下
方
へ
移
動
、
な
ど
と
い
っ
た
例
が
見
ら
れ
る
。

　

な
お
、
画
が
短
く
な
っ
た
こ
と
を
判
断
す
る
の
に
、
こ
こ
で
は
、
お
お
よ
そ
字
中
の
他
の
画
と
の
長
さ
の
比
に
顕
著
な
変
化
が
見
ら
れ
る
も
の
を
明
確
な
例
と

認
め
て
挙
げ
た
が
、
画
の
長
さ
の
相
対
的
な
比
較
が
し
に
く
い
場
合
や
字
中
の
画
が
総
じ
て
短
縮
し
た
場
合
に
つ
い
て
は
取
り
上
げ
き
れ
て
い
な
い
。
た
と
え

ば
、「
さ
散
」「
ぬ
奴
」「
よ
与
」
な
ど
の
一
回
転
す
る
結
び
の
部
分
は
、
円
の
内
の
余
白
が
潰
れ
か
ね
な
い
ほ
ど
小
さ
く
な
る
。
ま
た
、
本
稿
の
表
で
は
字
の
大

き
さ
は
表
現
で
き
て
い
な
い
の
で
わ
か
り
に
く
い
が
、
平
仮
名
で
は
「
ぬ
奴
」
が
横
長
で
大
き
い
字
な
の
に
対
し
て
「
め
女
」
は
小
さ
く
書
か
れ
る
字
で
、
後
者

は
草
書
に
比
し
て
明
ら
か
に
字
の
大
き
さ
が
小
さ
く
な
っ
て
い
る
。
画
が
短
縮
さ
れ
て
円
の
径
が
狭
く
な
っ
た
結
果
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
そ
の
こ
と
は�

「
め
女
」
だ
け
見
て
い
て
も
気
づ
き
に
く
い
。
こ
こ
で
は
単
体
で
見
て
明
瞭
に
わ
か
る
例
だ
け
「
縮
め
」
に
数
え
た
が
、
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
筆
画
が
短
く
な

る
傾
向
は
、
平
仮
名
全
体
に
亘
っ
て
起
こ
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
こ
と
が
推
測
で
き
る
。

　

漢
字
の
行
草
で
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
か
っ
た
、
字
の
大
小

0

0

0

0

と
い
う
要
素
も
平
仮
名
全
体
の
筆
画
の
短
縮
に
伴
っ
て
起
こ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
現
代
の
活
字
体
の

平
仮
名
は
、
ど
れ
も
方
形
に
収
ま
る
形
で
等
し
い
大
き
さ
に
作
っ
て
あ
る
が
、
本
来
、
平
仮
名
は
字
の
大
小
に
よ
っ
て
も
識
別
さ
れ
る
。
た
と
え
ば
、
酷
似
す
る

「
わ
和
」
と
「
り
利
1
」
と
は
、
見
分
け
る
上
で
大
き
さ
の
違
い
が
重
要
に
な
る
。「
か
可
」
と
「
の
乃
」
も
大
き
さ
の
違
い
を
ま
だ
意
識
し
て
い
な
い
初
学
者
が

間
違
え
や
す
い
。
画
の
短
縮
に
よ
っ
て
生
じ
た
字
の
大
小
差
が
、
平
仮
名
の
各
字
体
の
個
性
に
な
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、「
縮
め
」
は
、
概
形
や
大
小
の
変
化
な
ど
字
体
の
結
構
に
大
き
な
変
化
を
も
た
ら
し
た
要
素
と
し
て
、「
均
し
」
に
並
ん
で
平
仮
名
に�

と
っ
て
重
要
な
変
形
法
と
評
価
で
き
よ
う
。

【
六
】
均
し
（
平
均
）

（
1
）
転
折
を
通
ら
な
い

　
　
（
イ
）
弧
に
す
る　
　
　

以

　

以

　

江

　

加

　

幾

　

己

　

數

　

曾

　
　
　
　
　

多

　

乃

　

阝

　

毛
1

　

毛
2

　

良

　

礼

　

呂

　

和

　
　
（
ロ
）
平
坦
に
す
る　
　
　

宇

　

衣

　

江

　

支

　

之

　

曾

　

多

　

多

　
　
　
　
　

知

　

天
2

　

奈

　

奈

　

祢

　

能

　

波

　

者

　

比
七
九
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阝

　

保
1

　

保
2

　

保
2

　

美

　

无

　

毛
1

　

与

　

利
2

　
　
　
　
　

礼

　

遠

　

遠

　
　
（
ハ
）
縦
三
段　
　
　

散

　

須

　

徒

　

那

　
　
（
ニ
）
横
三
段　
　
　

ツ

　

留

（
2
）
転
折
を
方
折
か
ら
円
転
に
す
る

　
　
（
イ
）
一
箇
所
〈
甲
：
左
回
り
の
左
部
／
乙
：
右
回
り
の
右
部
／
丙
：
右
回
り
の
左
部
／
丁
：
左
回
り
の
右
部
／
戊
：
右
回
り
の
下
部
／
己
：
左
回
り
の
下
部
〉

　
　
　
〈
甲
〉
江

　

己

　

左

　

左

　

之

　

數

　

春

　

世
1

　

世
2

　
　
　
　
　

曾

　

多

　

天
2

　

止

　

止

　

能

　

者

　

无

　

武

　

　
　
　
　
　

留

　

礼

　

遠

　

　
　
　
〈
乙
〉
己

　

散

　

奈

　

奴

　

祢

　

祢

　

保
2

　

美

　

也

　

　
　
　
　
　

留

　

礼

　

乎

　

遠

　
　
　
〈
丙
〉
奈

　

乃

　

能

　

美

　

武

　

由

　

留

　
　
　
〈
丁
〉
世
2

　

止

　
〈
戊
〉
奈

　

不
1

　
　
　
〈
己
〉
世
2

　
　
（
ロ
）「
小
」
形
を
結
び
に　
　
　

奈

　

尓

　

祢

　

保
1

　

末

（
3
）
曲
線
を
直
線
的
に
な
だ
め
る　
　
　

之

　

転
折
を
な
く
す
と
い
う
見
方
を
す
れ
ば
「
簡
法
」
よ
り
「
省
法
」
に
も
擬
え
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
1
は
軌
道
が
転
折
を
無
視
す
る
よ
う
に
通
り
抜
け
る

例
、
2
は
転
折
の
位
置
に
沿
っ
た
軌
道
に
な
る
例
で
あ
る
。
ま
た
、
1
と
2
の
ど
ち
ら
の
均
し
方
を
す
る
か
に
よ
っ
て
字
体
の
分
化
が
見
ら
れ
る
も
の
も
あ
り
、�

「
え
江

」「
す
數

」「
す
春

」「
そ
曾

」「
も
毛

」
な
ど
の
例
が
あ
る
。
3
は
特
殊
で
、「
し
之
」
の
右
へ
屈
曲
す
る

部
分
が
直
線
化
し
た
書
き
方
が
、
十
世
紀
以
降
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

　
「
繋
ぎ
」
や
「
接
ぎ
」
に
よ
っ
て
点
画
を
繋
ぎ
合
わ
せ
る
と
転
折
が
生
じ
る
か
ら
、「
均
し
」
は
こ
の
二
者
を
経
た
仮
名
字
形
に
対
し
て
効
果
が
よ
く
発
揮�

八
〇



平
仮
名
字
体
の
成
立
過
程

さ
れ
る
。
適
用
さ
れ
た
字
や
回
数
も
多
く
、
平
仮
名
全
体
に
広
く
使
わ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
元
々
直
線
的
な
短
い
画
の
連
続
で
あ
っ
た
部
分

が
一
本
の
長
い
曲
線
へ
と
変
化
し
、
や
が
て
、
平
仮
名
を
構
成
す
る
筆
画
が
曲
線
を
主
体
と
す
る
も
の
と
な
る
「
筆
画
の
円
転
化
」
が
確
立
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

以
上
の
六
法
の
分
析
は
、
現
時
点
で
確
認
で
き
る
字
例
に
基
づ
い
て
、
筆
者
が
合
理
的
に
説
明
し
や
す
い
変
遷
過
程
を
想
定
し
て
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。
現
存

資
料
で
埋
ま
ら
な
い
部
分
は
推
測
を
含
ん
で
い
る
た
め
、
今
後
資
料
が
増
加
し
て
実
際
の
変
遷
過
程
が
解
っ
た
り
、
一
層
適
切
な
分
析
方
法
が
考
え
出
さ
れ
れ
ば
、

修
正
を
要
す
る
。
し
か
し
、
お
お
よ
そ
の
傾
向
は
こ
れ
に
よ
っ
て
十
分
捉
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

な
お
、
従
来
、
平
仮
名
の
字
形
の
成
立
過
程
に
お
い
て
、
筆
順
の
変
更
が
起
こ
っ
て
い
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
矢
田
勉
は
、
平
仮
名
の
字
体

に
つ
き
、「
多
く
、
漢
字
の
正
統
的
な
草
書
の
範
囲
を
逸
脱
し
、
減
画
や
筆
順
の
変
化
な
ど
を
蒙
っ
て
い
る
が
」［
19
］
と
説
い
て
い
る
。
佐
野
光
一
は
、
平
仮
名�

字
体
の
成
立
過
程
と
し
て
「
連
続
」「
省
略
」「
簡
略
」
と
並
べ
て
「
筆
順
変
化
」
を
挙
げ
、
平
仮
名
や
草
仮
名
で
筆
順
の
異
な
る
複
数
の
字
体
が
存
在
す
る�

「
お
於

」「
そ
所

」「
ち
千

」「
こ
古

」「
を
乎

」「
ゐ
井

」
の
例
を
、
簡
略
化
の
過
程
で
筆
順
を
変
え
た

も
の
と
説
明
し
て
い
る
［
12
］。
し
か
し
、
本
稿
で
検
討
し
た
範
囲
で
は
、
筆
順
の
変
化
を
想
定
し
な
け
れ
ば
説
明
で
き
な
い
字
は
見
当
た
ら
な
い
。
佐
野
光
一
が

挙
げ
る
例
も
、
崩
し
の
過
程
で
筆
順
が
変
化
し
た
も
の
で
は
な
く
、
字
源
と
な
る
複
数
の
漢
字
字
体
そ
れ
ぞ
れ
の
筆
順
の
違
い
に
由
来
す
る
も
の
と
見
る
べ
き
で

あ
ろ
う
。

　
　
　

六
　
平
仮
名
成
立
に
お
け
る
「
字
形
の
簡
略
化
」
の
意
義

　

以
上
の
分
析
に
基
づ
い
て
、
平
仮
名
の
字
体
の
特
徴
や
、
平
仮
名
字
形
の
発
達
と
平
仮
名
成
立
と
の
関
係
を
考
え
る
。

　

ま
ず
、
平
仮
名
字
体
の
中
に
漢
字
の
形
か
ら
あ
ま
り
乖
離
し
て
い
な
い
も
の
が
あ
る
こ
と
に
関
し
て
、
平
仮
名
の
定
義
の
問
題
を
取
り
上
げ
る
。
従
来
、
平

仮
名
の
字
体
の
特
徴
と
い
え
ば
、「
も
と
の
万
葉
仮
名
の
字
体
が
判
明
し
な
い
よ
う
な
形
と
な
っ
た
」（
築
島
裕
）［
20
］
と
い
う
よ
う
に
見
な
す
の
が
一
般
的
で

あ
っ
た
。
そ
こ
か
ら
近
年
で
は
、
平
仮
名
発
達
の
動
機
が
、
漢
字
本
来
の
字
義
を
想
起
さ
せ
る
「
表
意
性
」
を
払
拭
し
て
純
粋
な
表
音
文
字
に
な
る
た
め
に
、
漢

字
か
ら
の
視
覚
的
な
乖
離
を
目
指
し
た
こ
と
に
あ
る
と
す
る
説
も
唱
え
ら
れ
た
。
し
か
し
、
以
前
批
判
し
た
通
り
［
6
］、「
も
と
の
万
葉
仮
名
の
字
体
」
に
行
書

八
一
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や
草
書
が
含
ま
れ
る
こ
と
を
踏
ま
え
て
考
え
直
す
と
、
平
仮
名
の
中
に
は
、
さ
ほ
ど
元
の
漢
字
か
ら
乖
離
し
て
な
い
字
も
少
な
く
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
特
に
、�

「
お
於
」「
け
計
」「
せ
世
1
」「
せ
世
2
」「
に
仁
」「
ぬ
奴
」「
ふ
不
1
」「
み
見
」「
め
女
」「
や
也
」「
ゐ
爲
」
は
、
元
の
字
と
の
印
象
の
違
い
が
乏
し
い
。
こ
の

こ
と
か
ら
、表
意
性
の
払
拭
と
い
う
動
機
を
平
仮
名
全
体
に
当
て
は
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
筆
者
は
、平
仮
名
が
発
達
し
た
動
機
は
、一
般
的
な
見
解
に
同
じ
く
、

日
本
語
の
文
章
を
書
き
や
す
く
す
る
た
め
だ
と
考
え
る
が
、右
の
例
の
場
合
は
、漢
字
の
形
が
既
に
簡
単
で
あ
っ
た
た
め
に
、大
き
く
簡
略
化
す
る
に
及
ば
な
か
っ

た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。

　

ま
た
、
従
来
、
個
々
の
字
の
形
が
後
世
の
平
仮
名
の
形
と
一
致
し
て
い
る
か
否
か
に
拠
っ
て
、
平
仮
名
の
成
立
を
判
断
す
る
見
方
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
藤
原

有
年
筆
「
讃
岐
国
司
解
端
書
」（
有
年
申
文
）
の
仮
名
に
つ
い
て
、
万
葉
仮
名
や
草
仮
名
に
一
致
す
る
字
体
が
見
ら
れ
る
と
と
も
に
、「
お
於
」「
ふ
不
」
な
ど
が

後
世
の
平
仮
名
の
形
と
一
致
し
て
い
る
こ
と
を
以
て
（
表
参
照
）、
そ
れ
ら
を
既
に
平
仮
名
に
な
っ
た
字
と
見
る
向
き
が
あ
っ
た
。
池
田
和
臣
は
、
更
に
進
ん
で

こ
の
資
料
を
平
仮
名
・
草
仮
名
・
万
葉
仮
名
を
混
ぜ
た
書
き
方
だ
と
す
る
見
解
を
示
し
て
い
る
。

　
　

�

か
な
の
変
遷
史
の
実
態
は
、
す
べ
て
万
葉
が
な
書
き
→
す
べ
て
草
が
な
書
き
→
す
べ
て
平
が
な
書
き
と
い
う
よ
う
に
変
化
し
た
わ
け
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
草
が
な
の
最
も
古
い
資
料
と
さ
れ
る
有
年
申
文
を
見
れ
ば
す
ぐ
に
分
る
こ
と
で
あ
る
。
有
年
申
文
に
は
、
万
葉
が
な
の
書
体
の
文
字
、
万
葉
が

な
を
草
体
化
し
た
草
が
な
書
体
の
文
字
、
万
葉
が
な
の
漢
字
字
母
が
分
ら
な
い
く
ら
い
に
極
草
化
さ
れ
た
平
が
な
書
体
の
文
字
、
こ
れ
ら
が
ま
ぜ
こ
ぜ
に
書

か
れ
て
い
る
。
最
も
古
い
草
が
な
資
料
の
段
階
か
ら
す
で
に
、
三
つ
の
書
体
が
混
用
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
画
数
が
少
な
く
簡
略
化
し
や
す
い

文
字
は
す
ぐ
に
平
が
な
化
し
、
画
数
が
多
く
一
気
に
極
草
化
で
き
な
い
文
字
は
草
が
な
体
で
書
か
れ
、
こ
れ
ら
が
入
り
交
ざ
っ
て
用
い
ら
れ
て
い
た
の
が
、

草
が
な
が
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
段
階
の
か
な
の
運
用
の
実
態
、
か
な
の
字
姿
の
実
態
な
の
で
あ
る
。［
21
：
111
頁
］

　

こ
の
引
用
の
中
で
、
万
葉
仮
名
（
真
仮
名
）・
草
仮
名
（
半
平
仮
名
）・
平
仮
名
の
三
つ
の
「
書
体
」
の
区
別
を
、
個
々
の
字
体
の
簡
略
度
合
い
の
差
に
よ
っ
て

分
け
て
い
る
よ
う
に
、
一
般
的
に
は
、
三
者
の
違
い
は
字
体
の
違
い

0

0

0

0

0

と
し
て
説
明
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
し
か
し
、「
お
於
」「
ふ
不
」
と
い
っ
た
字
は
先
に
挙
げ

た
よ
う
に
、
そ
も
そ
も
元
の
漢
字
か
ら
平
仮
名
ま
で
の
変
化
が
乏
し
い
字
で
あ
る
か
ら
、
後
世
の
平
仮
名
の
形
と
一
致
す
る
こ
と
を
理
由
に
、
こ
れ
ら
を
直
ち
に

平
仮
名
と
判
断
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
平
仮
名
と
そ
れ
以
前
と
を
、
形
の
違
い
に
よ
っ
て
は
区
別
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
字
が
あ
る
の
で
あ
る
。
我
々
が
一
般

的
に
平
仮
名
と
認
識
す
る
字
に
は
、
こ
の
よ
う
に
、
漢
字
と
乖
離
し
た
字
も
酷
似
し
た
字
も
含
ま
れ
る
た
め
、
平
仮
名
の
成
立
を
判
断
す
る
た
め
の
統
一
的
な�

基
準
を
、
個
々
の
字
の
形
が
漢
字
の
形
か
ら
乖
離
し
て
い
る
か
や
、
後
世
の
平
仮
名
の
形
と
一
致
す
る
か
、
と
い
っ
た
こ
と
に
求
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

八
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仮
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そ
も
そ
も
平
仮
名
の
字
形
の
変
化
は
元
の
漢
字
か
ら
連
続
的
で
あ
り
、
ま
た
、
字
ご
と
に
変
形
の
内
容
や
幅
、
期
間
が
異
な
る
た
め
、
個
々
の
字
に
つ
い
て
、

あ
る
特
定
の
形
に
な
っ
た
ら
平
仮
名
に
な
っ
た
と
見
な
す
、
と
い
う
よ
う
な
境
界
を
個
別
に
指
摘
す
る
の
は
困
難
で
あ
る
。
仮
に
一
つ
一
つ
の
字
に
つ
い
て
そ
の

よ
う
な
文
字
種
・
書
体
の
段
階
分
け
を
設
け
た
と
し
て
も
、
そ
こ
に
平
仮
名
全
体
に
亘
っ
て
当
て
は
ま
る
共
通
の
特
質
を
見
出
だ
せ
な
け
れ
ば
、
平
仮
名
の
文
字

体
系
と
し
て
の
成
立
や
そ
の
独
自
性
を
明
確
に
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

筆
者
は
、
平
仮
名
成
立
の
本
質
は
、
単
に
簡
略
化
さ
れ
た
特
有
の
字
体
が
生
ま
れ
た
こ
と
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
文
字
構
造
全
体
に
お
い
て
、
日
本
語
文
を
表

音
的
に
書
く
の
に
適
す
る
形
態
的
特
質
を
獲
得
し
た
、
独
自
の
文
字
体
系

0

0

0

0

と
し
て
確
立
す
る
こ
と
に
あ
る
と
考
え
る
。
筆
者
の
い
う
「
字
形
の
簡
略
化
」「
筆
画

の
円
転
化
」「
連
綿
の
定
式
化
」
の
三
点
は
、
平
仮
名
の
体
系
全
体
上
の
構
造
的
・
書
法
的
な
特
徴
を
指
摘
し
た
も
の
で
あ
り
、
字
体
は
そ
の
中
の
一
要
素
に
過

ぎ
な
い
。
平
仮
名
の
成
立
を
判
断
す
る
上
で
、「
字
形
の
簡
略
化
」
は
字
ご
と
に
具
体
的
な
過
程
が
異
な
る
た
め
、
統
一
的
な
判
断
基
準
に
し
が
た
い
の
に
対
し
、

「
筆
画
の
円
転
化
」
や
「
連
綿
の
定
式
化
」
は
一
般
性
を
持
ち
、
あ
ら
ゆ
る
字
に
亘
っ
て
起
こ
る
現
象
で
あ
る
た
め
、
文
字
の
体
系
的
変
化
の
判
断
基
準
に
な
る
。

た
だ
し
連
綿
に
つ
い
て
は
、
平
仮
名
は
続
け
書
き
（
連
綿
）
で
書
か
れ
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
が
、
い
ろ
は
歌
な
ど
放
ち
書
き
の
様
式
も
存
在
す
る
た
め
、
連
綿

の
有
無
自
体
は
平
仮
名
で
あ
る
か
否
か
の
明
確
な
基
準
に
は
し
が
た
い
。
一
方
で
筆
画
は
、
あ
ら
ゆ
る
文
字
を
構
成
す
る
基
本
の
要
素
で
あ
り
、
続
け
書
き
・
放

ち
書
き
に
拘
ら
ず
常
に
認
め
ら
れ
る
要
素
で
あ
る
か
ら
、
一
般
性
が
高
く
平
仮
名
の
成
立
段
階
を
判
断
す
る
上
で
最
も
有
用
な
指
標
に
な
る
［
3
］。

　

そ
こ
で
最
後
に
、「
字
形
の
簡
略
化
」
が
、
平
仮
名
の
完
成
を
象
徴
す
る
「
筆
画
の
円
転
化
」
の
達
成
へ
と
ど
う
繋
が
っ
て
い
る
か
を
考
え
る
。

　

そ
も
そ
も
、「
字
形
の
簡
略
化
」
の
動
機
は
、
日
本
語
を
書
き
や
す
く
す
る
こ
と
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
形
を
崩
す
と
い
う
手
法
は
、
当
初
、
漢
字
の
行

草
の
書
法
に
学
ん
だ
も
の
で
あ
ろ
う
。
半
平
仮
名
の
初
期
か
ら
多
く
見
ら
れ
る
「
繋
ぎ
」「
接
ぎ
」
は
、
中
国
の
行
草
の
速
書
き
に
よ
く
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

た
だ
し
、
行
草
で
は
速
書
き
に
際
し
て
随
意
に
こ
れ
ら
が
行
わ
れ
る
に
過
ぎ
ず
、
速
書
き
で
な
い
場
合
に
は
筆
画
を
続
け
な
い
典
型
的
な
書
き
方
が
守
ら
れ
る
。

仮
名
で
は
筆
画
の
続
け
書
き
が
固
定
化
し
て
い
く
こ
と
で
、
元
の
漢
字
字
体
の
典
型
を
離
れ
て
い
き
、
そ
れ
に
よ
っ
て
慣
習
化
し
た
形
が
、
更
な
る
簡
略
化
を
進

め
る
た
め
の
基
盤
に
な
る
点
が
重
要
に
な
る
。

　
「
繋
ぎ
」「
接
ぎ
」
が
達
成
さ
れ
た
段
階
で
は
、
ま
だ
行
草
の
原
理
を
離
れ
て
お
ら
ず
、
日
本
語
を
表
音
的
に
書
く
利
便
性
は
さ
ほ
ど
高
く
な
っ
て
い
な
い
。

「
縮
め
」
に
よ
っ
て
画
の
総
距
離
を
縮
め
、「
均
し
」
に
よ
っ
て
転
折
を
無
く
し
て
複
数
の
画
を
長
い
一
本
の
画
に
統
合
す
る
こ
と
で
、
形
が
著
し
く
簡
素
化

さ
れ
た
の
で
あ
る（

2
（

。
草
書
は
簡
略
化
さ
れ
て
い
る
と
い
っ
て
も
、
漢
字
の
数
千
種
類
も
あ
る
字
を
区
別
す
る
の
に
、
示
差
的
な
特
徴
を
保
っ
て
い
な
け
れ
ば�
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な
ら
な
か
っ
た
た
め
、
平
仮
名
に
比
べ
結
構
が
複
雑
で
画
数
も
多
い
。
日
本
語
は
音
節
の
種
類
が
少
な
く
、
か
つ
、
仮
名
で
は
清
濁
や
音
調
を
書
き
分
け
な
か
っ

た
か
ら
、
音
節
文
字
と
し
て
区
別
す
べ
き
字
の
種
類
は
少
な
く
済
ん
だ
。
平
仮
名
に
は
異
体
も
あ
る
が
総
数
は
漢
字
に
比
べ
れ
ば
遥
か
に
少
な
い
。
そ
の
た
め
、

漢
字
字
体
の
本
来
の
結
構
を
大
胆
に
崩
し
て
も
識
別
に
さ
ほ
ど
支
障
が
な
く
、「
縮
め
」
や
「
均
し
」
の
よ
う
な
大
胆
な
変
形
を
施
す
こ
と
が
で
き
た（

3
（

。

　
「
縮
め
」「
均
し
」
の
二
法
は
、
仮
名
の
広
い
範
囲
で
使
わ
れ
、
漢
字
の
結
構
を
破
る
の
に
決
定
的
な
働
き
を
し
た
点
で
、
平
仮
名
の
成
立
に
お
け
る
独
特
の
重

要
な
要
素
で
あ
る
と
言
え
る
。
漢
代
草
法
で
は
簡
略
化
の
対
象
は
点
画
と
偏
旁
（
部
品
）
と
に
及
ん
だ
が
、
平
仮
名
で
は
、
字
源
に
そ
も
そ
も
簡
単
な
形
が
多
い

た
め
、
省
略
の
対
象
に
な
る
よ
う
な
偏
旁
の
要
素
が
乏
し
い
こ
と
や
、
ま
た
要
素
を
大
幅
に
省
略
し
て
視
認
性
が
大
き
く
損
な
わ
れ
る
の
を
嫌
っ
た
で
あ
ろ
う
こ

と
か
ら（

4
（

、
草
書
の
成
立
上
最
も
簡
略
化
に
効
果
の
あ
っ
た
、
偏
旁
の
省
略
（
省
法
の
省
部
件
）
や
代
替
（
簡
法
）
は
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
な
か
っ
た
。
結
局
、
平
仮

名
で
は
点
画
を
対
象
と
す
る
簡
略
化
に
限
ら
れ
た
が
、
そ
の
点
画
の
簡
略
化
法
の
中
で
大
き
な
効
果
を
持
っ
た
の
が
「
縮
め
」
や
「
均
し
」
で
あ
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。

　
「
縮
め
」
も
「
均
し
」
も
、
本
来
は
書
く
労
力
を
削
減
す
る
た
め
の
便
宜
で
し
か
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
が
結
果
的
に
、
字
の
結
構
を
著
し
く
変
化
さ
せ
、

筆
画
を
方
折
（
直
線
）
か
ら
円
転
（
曲
線
）
に
変
化
さ
せ
る
効
果
を
生
じ
る
こ
と
と
な
り
、
平
仮
名
の
形
態
的
な
特
徴
を
決
定
づ
け
た
の
で
あ
る
。
と
り
わ
け
重

要
な
の
は
「
均
し
」
の
方
で
あ
る
。「
縮
め
」
は
平
仮
名
全
体
に
影
響
し
て
い
る
と
い
っ
て
も
個
々
の
字
体
の
特
徴
を
個
別
に
変
化
さ
せ
る
に
留
ま
り
、
文
字
形

態
の
一
般
的
性
質
そ
の
も
の
に
革
新
的
な
変
化
を
与
え
た
わ
け
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
一
方
、「
均
し
」
は
、
多
用
さ
れ
る
こ
と
で
仮
名
の
中
に
曲
線
が
増
加
し
、

遂
に
は
文
字
構
造
の
基
本
要
素
で
あ
る
筆
画
の
性
質
の
根
本
的
な
変
化
で
あ
る
「
筆
画
の
円
転
化
」
を
導
い
た
。「
均
し
」
自
体
は
、
含
ま
な
い
字
も
あ
る
個
別

的
な
現
象
で
あ
る
が
、「
均
し
」
が
多
く
の
字
に
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
曲
線
が
多
く
生
じ
て
、
遂
に
は
曲
線
が
平
仮
名
の
筆
画
一
般
の
性
質
に
ま
で
拡
張
さ

れ
た
点
に
、
平
仮
名
の
体
系
全
体
に
対
す
る
重
要
な
意
義
が
認
め
ら
れ
る
。「
均
し
」
こ
そ
、
仮
名
が
漢
字
の
文
字
構
造
か
ら
逸
脱
し
て
、
平
仮
名
独
自
の
文
字

構
造
を
定
着
さ
せ
る
鍵
に
な
っ
た
要
素
で
あ
る
と
い
え
る
。

注（
1
）�「
草
仮
名
」
と
い
う
呼
称
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
山
田
健
三
の
論
な
ど
を
参
照
［
22
］。
筆
者
の
「
半
平
仮
名
」
の
呼
称
は
、
佐
野
光
一
論
文
に
よ
る
［
12
］。
た
だ
し
、
筆
者
は
独
自
に�

定
義
し
、
個
々
の
字
体
に
拘
ら
ず
、
文
字
体
系
と
し
て
の
平
仮
名
が
確
立
す
る
以
前
の
発
達
の
一
段
階

0

0

を
指
す
呼
称
と
し
て
使
う
。
佐
野
光
一
は
草
仮
名
と
平
仮
名
と
の
中
間
的
な�
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平
仮
名
字
体
の
成
立
過
程

字
形

0

0

を
指
し
て
言
っ
て
お
り
、
筆
者
の
指
す
、
体
系
と
し
て
の
発
達
段
階
の
こ
と
は
「
半
平
仮
名
及
び
平
仮
名
体
」
と
称
し
て
い
る
。
平
仮
名
の
段
階
を
字
形
の
差
異
に
基
づ
い
て
定

義
す
る
こ
と
の
問
題
点
は
本
稿
第
六
節
で
指
摘
す
る
。

（
2
）�
平
仮
名
に
お
け
る
画
数
の
減
少
に
つ
い
て
は
、
佐
野
光
一
が
言
及
し
て
い
る
［
12
］。
ま
た
、
野
村
正
人
と
村
井
義
洋
の
研
究
で
は
、
現
代
の
平
仮
名
の
字
形
を
対
象
に
、
そ
こ
に�

含
ま
れ
る
曲
線
運
動
・
線
の
本
数
・
線
の
長
さ
に
つ
い
て
の
計
量
的
な
分
析
が
提
示
さ
れ
て
い
る
［
23
］。

（
3
）�

な
お
、
平
仮
名
の
中
に
は
、
甚
だ
し
い
簡
略
化
に
よ
っ
て
、
単
字
で
は
互
い
に
区
別
が
で
き
な
い
ほ
ど
酷
似
す
る
形
に
な
っ
た
字
の
組
も
あ
る
（「
む
无
」
と
「
も
毛
1
」、「
つ
ツ
」
と�

「
へ
阝
」
な
ど
）。
思
う
に
こ
れ
は
、
日
本
語
に
多
音
節
の
語
が
多
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
似
た
形
の
字
で
あ
っ
て
も
前
後
の
字
や
文
脈
か
ら
特
定
し
や
す
か
っ
た
た
め
許
さ
れ
た
も
の
で

あ
ろ
う
。

（
4
）�

私
的
な
覚
え
書
き
と
し
て
の
用
途
が
中
心
で
あ
っ
た
初
期
の
片
仮
名
の
場
合
、
書
き
手
自
身
が
読
め
れ
ば
よ
か
っ
た
の
で
、
字
を
省
略
す
る
の
に
、
ど
の
字
の
ど
の
部
分
を
省
略
す
る

か
は
書
き
手
の
任
意
で
、
他
の
人
に
は
一
見
し
た
だ
け
で
は
読
み
に
く
か
っ
た
。
一
方
で
平
仮
名
は
、
当
初
よ
り
和
文
や
和
歌
の
や
り
と
り
な
ど
社
会
的
な
通
用
を
主
な
用
途
と
し
て

発
達
し
た
文
字
で
あ
っ
た
た
め
、
簡
略
化
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
読
み
手
に
伝
わ
る
こ
と
が
重
視
さ
れ
て
、
そ
の
字
が
何
の
仮
名
で
あ
る
か
の
認
識
が
損
な
わ
れ
る
よ
う
な
大
幅
な
簡

略
化
は
避
け
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
［
6
：
36
～
37
頁
］。
完
成
後
の
平
仮
名
に
は
、
結
果
的
に
元
の
漢
字
の
形
か
ら
大
き
く
乖
離
し
た
字
も
少
な
く
な
い
が
、
そ
れ
は
簡
略
化
の
過

程
で
段
々
と
変
化
し
て
い
っ
た
も
の
で
あ
り
、
変
化
が
ゆ
る
や
か
で
あ
っ
た
た
め
、
元
の
漢
字
は
忘
れ
去
ら
れ
た
と
し
て
も
、
ど
の
音
に
当
た
る
仮
名
で
あ
る
か
の
認
識
は
妨
げ
ら
れ

な
か
っ
た
。「
省
き
」
が
大
胆
に
行
わ
れ
る
と
、
そ
の
同
一
性
の
認
識
が
妨
げ
ら
れ
て
し
ま
う
で
あ
ろ
う
。
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典
』
二
玄
社
、
昭
和
五
十
二
年

［
15
］�

北
川
博
邦
（
編
）『
日
本
名
跡
大
字
典
』
角
川
書
店
、
昭
和
五
十
六
年

［
16
］�

飯
島
太
千
雄
（
編
）『
空
海
大
字
林
』
講
談
社
、
昭
和
五
十
八
年

［
17
］�

奈
良
文
化
財
研
究
所
（
編
）『
改
訂
新
版　

日
本
古
代
木
簡
字
典
』
八
木
書
店
、
平
成
二
十
五
年

［
18
］�

中
山
陽
介
「
自
家
集
切
『
貫
之
集
』
の
仮
名
」『
若
木
書
法
』
二
十
一
、
令
和
四
年

［
19
］�

矢
田
勉
「
平
仮
名
」『
日
本
語
学
大
辞
典
』
東
京
堂
出
版
、
平
成
三
十
年
、
782
～
786
頁

［
20
］�

築
島
裕
「
平
仮
名
」『
日
本
語
学
研
究
事
典
』
明
治
書
院
、
平
成
十
九
年
、
381
～
382
頁

［
21
］�

池
田
和
臣
『
古
筆
資
料
の
発
掘
と
研
究
』
青
簡
舎
、
平
成
二
十
六
年

［
22
］�

山
田
健
三
「「
草
仮
名
」
名
義
考
」『
国
語
語
彙
史
の
研
究
』
三
十
二
、
和
泉
書
院
、
平
成
二
十
五
年

［
23
］�

野
村
正
人
／
村
井
義
洋
「
平
仮
名
の
字
形
と
運
筆
の
関
係
」『
近
畿
大
学
工
学
部
研
究
報
告
』
第
五
十
六
号
、
令
和
元
年

八
六


